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抄録：本研究の目的は，北海道函館市を研究対象地として，西部地区における建物と坂道の
関係性を整理することで，生活空間からみた都市の構成に関する基礎的資料を得ることを目
的とする．研究方法は，全 18 の坂道について，角度の実測を行い，坂道の基本的構成を整理
する．次に，街路に面する建物の立面を撮影し，坂道との対応から分類した．更に，建物の
分類を地図上にプロットし，各エリアの特性をみた．その結果，伝統的建造物群保存地区が
含まれる観光地エリアと住宅地エリアでは，建物と坂道とのレベル差の活用に違いが見られ
た．これらの研究資料が，今後，函館をはじめとした都市における地区計画や建築計画を考
える際のデータベースになると考える．
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Relationship of Architecture and Slopes in Western District of Hakodate City:
A Study on Composition of a City from Focus on Livelihood
Yoshiko Higashide1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1) Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
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Abstract:The purpose of this study is to derive fundamental data relating to the structure of a
city in perspective of livelihood, by sorting out the relationship of architecture with slopes in
the western district of Hakodate City in Hokkaido, which was selected as the target location.
The method of study involved taking actual measurements at a total of 18 slopes and to sort
out the fundamental composition of sloping streets. We then photographed facade of buildings
that stood along the roads and categorized them according to how they accommodated the
slope they were on. The categories of the buildings were then plotted on a map, to consider
characteristics of respective areas. This revealed that there were differences between those
located in preservation districts for traditional architectural groups and those in tourist areas,
with regards to how the difference in the levels between the buildings and the surface of the
slopes were being utilized. We believe that the study data will become a useful database that
can be used to perform district planning as well as architectural planning in the future, at
cities such as Hakodate.
Keywords: Western district of Hakodate City, Slopes, Livelihood, Urban composition,
Appearance.
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1 ．緒言
函館は安政 6 年(1859 年)の日米通商友好条約
により，横浜・長崎と共に日本で最初の国際貿易
港として開港したことで急速な繁栄をとげた．
この為，町の中心地であった西部地区では，欧
米文化の影響を受けた町並みや建物が，重要伝統
的建造物群保存地区として保存されており(1)，今
もその面影をとどめているものが多い．また，街
区は等高線上に町並みが形成されるとともに，海
へ向かう直線の坂道によって構成されている．
現在の街区は明治 11 年と 12 年の大火(2) の後に
整備されたもので，道路の拡幅や，防火線となる
道を山手から海岸まで直線で繋ぎ，十字に交差さ
せるなどの工夫が見られた(3)．その結果，大三坂
(写真 1 )のような坂道から見た景観が，函館を象
徴する空間として捉えられている．
一方で，個々の建物は，坂道に対して建物の基
準面をどのように揃えるかという工夫がみられ
る．写真 2， 3のような坂道に対する敷地の造成
は，建物の地盤を整えるだけではなく，その利用
形態によって，都市に活力を与えるものといえる．
本研究の目的は，北海道函館市を研究対象とし
て，西部地区における建物と坂道の関係性を整理
することで，生活空間からみた都市の構成を明ら
かにすることである．
2 ．研究方法
函館西部地区の坂道計 18 本(図 1 )を分析対象
とし，現地調査を以下の日程で行った．
・第 1回，平成 26 年 5 月 31 日～ 6月 1日( 1 名)
・第 2回， 9月 12 日～13 日( 4 名)
第 1 回調査では坂道の角度が切り替わるポイン
トとして交差点付近及び，坂の中腹地点等を計測
した．加えて，坂道の範囲の目安として，地図上
のデータから得られる，坂道の平面図上での投象
距離を合わせて分析した．
第 2回調査では，全 18 の坂道(4) を対象とし，坂
道に面する建物(721 事例)を撮影し，計 2130 枚の
写真が得られた．さらにそれらを地図上にプロッ
トすることで，各エリアの特性をみた．以上のデー
タをもとに，建物と坂道の関係性を分析した．
3 ．建ち方からみた生活空間に関する調査
結果
ここでは，坂道の基本的構成を，坂道の角度と
距離から整理する．まず，坂道の傾斜について，
比較的傾斜の緩やかなもの(A～B)，それより傾
斜が急なもの(C～E)に分類する(表 1 )(5)．坂道
の距離は，200 m以下のもの(短)，200～300 mの
もの(中)，300 m 以上のもの(長)，として整理し
た(表 2 )．
更に，緩，急の組み合わせでア～エのパターン
に分類した(表 3 )．これらの結果から，西部地区
ではイ，ウ，エのように急勾配の坂道を含む事例
60 札幌市立大学研究論文集 第 10 巻 第 1号(2016)
写真 1．大三坂 写真 3．カフェとしての利用写真 2．生活空間の溢れ出し
01…青柳坂 02…あさり坂 03…護国神社坂 04…谷地坂 05…南部坂
06…二十間坂 07…大三坂 08…八幡坂 09…日和坂 10…基坂
11…東坂 12…弥生坂 13…常盤坂 14…姿見坂 15…幸坂
16…千歳坂 17…船見坂 18…魚見坂
図 1．坂道の位置
が多く，ある地点から急勾配になるもの(イ-長)
が比較的多く見られた．
次に，現地調査によって得られた写真をもとに
坂道に対する建物の建ち方の分析を行った．生活
空間の特徴を捉える為に建物の建ち方に着目し，
建物と坂道の関係性を，「基壇」，「切りかき」，「基
礎」の 3つに整理した(図 2 )．
「基壇」は，建物と坂道のレベル差を敷地全体を
立ち上げることによって解消しているものであ
る．「切りかき」は，建物と坂道のレベル差を敷地
全体を下げることによって解消しているものであ
る．「基礎」は，建物と坂道のレベル差を，基礎の
立ち上がりによって解消するものである．西部地
区の坂道沿いの建物は以上の 3タイプを基本構成
としていると言える．
これらの基本構成を上部の建物や高さ等の基本
構成の中の違いから整理し，組み合わせと利用の
形態から表 4のようなパターンに分類した．これ
らは，建物と坂道との関係性を示す空間構成とし
て捉えられる．
ここでは，空地(6) は生活空間との対応が見られ
ないと考え，分類には含めていない．
基壇は，基壇の高低差が 1 m 未満のもの(一
般)，基壇の高低差が 1 m以上(7) のもの(大規模・
層)，基壇を車庫や物置として活用しているもの
(大規模・車庫)の 3つに分ける．
切りかきは，切りかきによる高低差が 1 m未満
のもの(一般)，切りかきによる高低差が 1 m以上
のもの(大規模・層)，切りかきによって建物の 1
階部分が道路よりも低い位置にあるもの(低層)，
の 3つに分ける．
切り基礎は，基壇と切りかきによる高低差がそ
れぞれ 1 m未満のもの(一般)，基壇と切りかきに
よる高低差がそれぞれ 1 m 以上のもの(大規模・
層)，建物が連続して連なっており，基壇と切りか
きによって坂道に対応しているもの(連続)の 3つ
に分ける．
基礎は，基礎が坂の傾斜に沿って斜めに作られ
ているもの(一般)，建物が連続して連なっている
もの(連続)，坂の傾斜による高低差を利用して車
庫や物置として活用しているもの(車庫)，傾斜地
に立地しているが特徴があまりみられないもの
(その他)の 4つに分ける．
また，建物が坂道との関係性をもたないものが
みられた．それらは主に平地に建つことから平地
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表 1．坂道の角度
表 2．坂道の距離
表 3．坂道の構成
図 2．坂道への建ち方の対応によって生まれる空間構
成
表注)表中の括弧内の数字は事例数，番号は事例ナンバー
を示す．
表注)括弧内の数字は事例数を示す．
表 4．建物の分類
と分類した．
建物の分類の割合は，表 5のような結果になっ
た．基壇(25.1％)，切りかき(16.4％)，切り基礎
(8.3％)，基礎(20.3％)，平地(16.2％)，空地
(13.7％)となり，基壇が占める割合が最も多いこ
とがわかった．
またその割合を，グラフにしたものが表 6～23
であり，坂名の横に括弧で事例数を表記している．
縦軸が事例数，横軸が分類区分となっており，グ
ラフの上に坂の中での割合をパーセンテージで示
した．
更に，これらの対応パターンを地図上にプロッ
トすることで，その分布を把握する(図 3 )．
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図 3．建ち方による分類の分布
表 5．建ち方の割合
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4 ．考察
函館西部地区は，重要伝統的建造物群保存地区
が含まれるエリア(以下観光地エリア)，それ以外
の住宅を主としたエリア(住宅地エリア)に分けて
捉えられる．以下では，それぞれの特徴を考察す
る．
表 1～3 から坂の基本構成をみると，観光地エ
リアでは，No. 06，07，09 のように急勾配かつ距
離が 200～300 mの坂道(ウ-中)が多くみられた．
また，住宅地エリアでは，No. 03，12，15 等のよう
に緩やかな勾配から急勾配に変わり，距離が 300
m以上の坂道(イ-長)が多くみられた．
次に，図 3と表 6～23 から建物の分類をみると，
観光地エリアは，No. 09(表 14)などで基壇や切り
かきの大規模なものの割合が多くみられ，建物と
坂道のレベル差を活用した生活空間の溢れ出しは
少ないことがわかった．一方，住宅地エリアでは，
No. 01(表 6 )や，No. 14(表 19)などで多様なタイ
プの分布がみられ，生活空間の利用の多様性が捉
えられる．
つまり，これまでに函館の景観として評価され
てきた観光地エリアは，急勾配の坂道が多いこと
によって建物と坂道のレベル差が大きく，生活空
間の溢れ出しが少ない景観であり，整備された都
市の構成といえる．一方で，それ以外の住宅地エ
リアでは，坂道の勾配や，建物と坂道の関係性が
多様であり，建物と坂道のレベル差を活かした生
活空間の溢れ出しが多くみられた．これらは都市
の構成を読み解く際の新たな視点となると考え
る．
5 ．結論
本研究では，北海道函館市西部地区を研究対象
として，西部地区における建物と坂道の関係性を
整理することで，生活空間からみた都市の構成に
関する基礎的資料を得た．
今回の調査では，坂道に対する建物の建ち方か
ら，観光地エリアは整備された都市の構成，住宅
地エリアは生活空間の溢れ出しのある都市の構成
であることを明らかにした．
今後は，街区内の路地や空地などの利用実態を
把握することで，都市の構成に関する研究を進展
させ，函館西部地区の建築計画やまちづくりの計
画手法を検討していきたいと考えている．
注
(1)1988 年に「函館市西部地区歴史的景観条例」に基
づき，歴史的な建造物が数多く存在し，自然その
他の環境と一体となって函館らしい歴史と文化を
表現し，形づくっている景観を有している西部地
区を「都市景観形成地域」として指定し，中でも伝
統的建造物群およびこれと一体をなしている地域
を文化財保護法に基づく「伝統的建造物群保存地
区」として制定した．また，1989 年には，「重要伝
統的建造物群保存地区」として選定されている1)．
(2)大火の明確な基準はないが，街区全体が被害を受
けるような大規模な火災を大火と呼んでいる．ま
た，消防白書では 33,000 平方メートル(約 1 万坪)
を超える焼失面積を生じたものを大火としてい
る．
(3)函館は古くから数多くの大火に見舞われてきた街
である．冨原章(著)の「箱館から函館へ―函館古
地図再現―｣2) と，函館市の公式ホームページ3) か
ら得た情報をまとめたものをみると，現在の街区
は明治 11 年と明治 12 年の 2 度の大火後にそれぞ
れ改正が行われ，完成したものであることがわか
る(付表 1 )．
(4)坂の麓の坂表を基点として，その坂道の頂部を終
点として抽出した．
(5)人は勾配が 4％以上になると坂道として認識す
る6)．
(6)本研究での空地の定義は，建物とのつながりのな
い空間とする．例えば，空地の奥にある建物が道
路面に対して入り口を持つなど，空地を肯定(利
用)しているものは空地と見なさずに，道路面から
セットバックしている建物で分類する(付表 2 )．
(7)建物と坂道のレベル差が 1 mを超えると，生活空
間としての利用の仕方に変化が見られたので，別
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付表 1．函館の大火と街区改正の歴史
の分類としている．
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付表 2．空地の定義
